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現現状状認認識識

l 外外的的要要因因

– 社社会会的的混混乱乱のの恒恒常常化化::  トトラランンププ、、ココロロナナ、、ウウククラライイナナ侵侵攻攻、、ガガザザ地地
区区、、・・・・・・

– 中中国国((33億億人人  vv..ss..  日日本本11,,000000万万人人  [[早早大大 藤藤本本]]))、、台台湾湾等等のの製製造造業業ととのの
圧圧倒倒的的なな差差

l 市市場場のの変変化化
– ももののかからら経経験験価価値値へへ

l 企企業業内内のの問問題題
– 熟熟練練知知のの属属人人化化
– 熟熟練練者者のの退退職職
– 人人材材不不足足

l 日日本本企企業業のの問問題題
– 現現状状維維持持思思考考
– かかけけ声声だだけけののDDXX

→→ デデジジタタルルかからら価価値値をを
生生みみ出出せせてていいなないい
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日日本本ももののづづくくりりのの強強みみ

・・高高品品質質なな製製品品
・・意意識識のの高高いい高高技技能能なな作作業業
・・「「我我がが社社ののももののづづくくりり」」にに高高

いいププラライイドド



CCPPPPSS  ((CCyybbeerr  PPhhyyssiiccaall生生産産シシスステテムム))ににおおけけ

るる「「技技術術者者」」のの役役割割

CCPPPPSSラライインン上上のの
作作業業者者

通通常常生生産産時時::
極極力力自自動動化化

設設計計
立立ちち上上げげ

メメンンテテナナンンスス改改
善善、、  ……

技技術術者者がが必必要要

ここれれをを支支援援すするるたためめににはは、、物物理理世世界界のの知知識識とと問問題題解解

決決のの方方法法（（ここれれままでで属属人人化化さされれててききたた使使いいここななししのの智智
恵恵））がが必必要要
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どどううすすれればば良良いいののかか??
l 「「高高品品質質品品のの大大量量生生産産」」にに代代わわるるももののづづくくりり戦戦略略がが必必要要

– 日日本本型型ももののづづくくりりのの強強みみをを新新ししいい器器  ((IIooTT,,  CCPPSS,,  AAII,,  ……))にに
盛盛りり直直すす
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デディィジジタタルル・・トトリリププレレッットト((DD33))
l 背背景景

– IInndduussttrriiee44..00はは、、トトッッププダダウウンンアアププロローーチチ
» トトッッププダダウウンンのの意意思思決決定定
» 生生産産ラライインンはは余余裕裕をを持持っったた造造りりでで、、そそううそそううはは変変わわららなないい
» 極極力力自自動動化化
» CCPPPPSS  ((CCyybbeerr  PPhhyyssiiccaall  PPrroodduuccttiioonn  SSyysstteemm))((工工場場にに適適用用ししたた

CCPPSSとといいうう意意味味))にに現現場場でで手手をを加加ええるるここととはは恐恐ららくく想想定定ししてていいなないい

– 日日本本のの強強みみ
» 現現場場のの熟熟練練者者、、生生産産技技術術者者のの質質のの高高ささ
» 日日々々ののカカイイゼゼンン
» 常常ににムムダダ取取りりををししてて、、日日々々成成長長すするる生生産産ラライインン          

l 目目的的

– 製製品品ラライイフフササイイククルル全全体体ににわわたたっってて、、技技術術者者・・技技能能者者のの問問題題解解決決、、価価
値値創創造造をを支支援援

– 現現場場のの技技術術者者のの知知識識、、判判断断をを形形式式知知化化
– 現現場場のの技技術術者者ががデディィジジタタルル・・トトリリププレレッットト自自体体ををどどんんどどんんカカイイゼゼンン
            人人間間中中心心ののデディィジジタタルル時時代代ののももののづづくくりり
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デディィジジタタルル・・トトリリププレレッットト((DD33))ののイイメメーージジ

設計
情報

製品情報製品

役に立つAI

物物理理世世界界（（PPhhyyssiiccaall  WWoorrlldd）） 情情報報世世界界（（CCyybbeerr  WWoorrlldd））

知知的的活活動動世世界界::  

人人のの知知ででデデーータタかからら価価値値をを産産みみ出出すす

価値

ラライイフフササイイククルルににわわたたるるエエンンジジニニアアリリンンググ活活動動のの統統合合的的支支援援

設設計計  ⇔⇔  生生産産  ⇔⇔  使使用用  ⇔⇔  メメンンテテ ⇔⇔  再再生生産産 ⇔⇔  循循環環

生生産産段段階階をを例例にに取取れればば
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このサイクル（エンジニアリングサイクル、
EC）を1単位としてプロセス知を記述したい

l 技術者、現場の熟練者は、ディジタル情報を中心にエンジニアリング活動を行う

l エンジニアリング活動にはD3自体の開発、改善活動を含む
→日本型生産システムは常に向上し続けるシステム

製製品品

設設計計

情情報報

製製品品情情報報

情情報報世世界界（（CCyybbeerr  WWoorrlldd））

物物理理世世界界（（PPhhyyssiiccaall  WWoorrlldd））

エエンンジジニニアア

現現場場のの人人

データ収集

情報分析

意思決定

実施

評価

・AIツール
・シミュレータ
・CAE

何を測るのか？
データ収集

システムの構築

何をどう分析する
のか？

ツール選定、情報
分析方法決定

評価法選択

何に基づいて、何
を決めるのか？

知識、経験

実施法につい
ての知識、経験

対象：
・要求と達成の不整合
・継続的改善
・物理システムの変化
・環境の変化

・センサ
・ロガー
・IoT
・アクチュエータ

・アクチュエータ
・プログラム変更
・人手による改造

人人のの知知ででデデーータタかからら価価値値をを産産みみ出出すす

デディィジジタタルルトトリリププレレッットト上上ででのの

エエンンジジニニアアリリンンググササイイククルル
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本本研研究究がが目目指指すすDD33型型エエンンジジニニアアリリンンググ支支援援のの

枠枠組組みみ

C

E
DA

記述DB

B

C プロセス
記述者

技術者

汎化プロセス
モデル

ログレベル
の記述

エンジニアリング
プロセス (EP)
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PPDD33  ((PPrroocceessss  MMooddeelliinngg  LLaanngguuaaggee  ffoorr  DD33))
l IIDDEEFF--00をを拡拡張張

l ププロロセセススをを個個々々のの行行為為 ((アアククシショョンン))  のの連連鎖鎖ととししてて記記述述すするる

l 「「ココンンテテナナ」」ノノーードドをを用用いいてて，，ププロロセセススをを階階層層的的にに記記述述すするる
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OOnn  ggooiinngg  pprroojjeeccttss
l ララーーニニンンググフファァククトトリリーーのの不不具具合合発発見見&&回回復復 ((NNEEDDOO、、デデンンソソーー））
l 自自動動組組立立ラライインンのの生生産産効効率率向向上上 ((NNEEDDOO、、デデンンソソーー、、レレククササーー））

l 金金型型NNCCププロロググララムム作作成成ププロロセセスス抽抽出出（（別別ののNNEEDDOO））
l ププラランントトのの巡巡回回点点検検ののノノウウハハウウ抽抽出出（（EENNEEOOSS））

l 生生産産工工程程設設計計ののププロロセセスス抽抽出出（（トトヨヨタタ社社会会連連携携講講座座））

– PPDD33ととCCAADDななどどののツツーールルををSSuubbssttaannccee  SShheellll  ((AAsssseett  AAddmmiinniissttrraattiioonn  
SShheellllのの類類似似品品))とといいうう仕仕組組みみをを通通じじてて接接続続すするる試試みみ

l 生生産産シシスステテムムココンンササルルテティィンンググ（（三三菱菱電電機機））

l 生生産産シシスステテムムののDDXX化化支支援援（（ダダイイキキンン社社会会連連携携講講座座））

l 工工作作機機械械のの加加工工不不良良問問題題解解決決（（三三菱菱電電機機））

l 設設計計工工程程ののププロロセセスス抽抽出出（（荏荏原原製製作作所所））

l ・・・・・・
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C-S-O Grounding Method

Data/APIs 
related to 
object 1

object
1

property

function

Wrapper
1

Data/APIs 
related to 
object 2

object
2

property

function

Wrapper
2

Data/APIs 
related to 
object 3

object
3

property

function

Wrapper
3

Engineering Process

C-S-O Space

Concept OperationState

Wrappers

Ø Procedure
• To build a C-S-O space:

1. Annotate CSOs in the EP as 
nodes in C-S-O space.

2. Map the annotated CSOs to 
the property / function / 
object nodes of the 
wrappers.

3. Clarify the inner 
relationships between all 
CSO nodes.
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構構想想ととししててののDD33かからら、、活活動動ととししててののCCWWへへ

l 属属人人化化かかららのの脱脱却却：：どどここままでで形形式式知知化化ででききるるかかのの挑挑戦戦

– 運運用用のの知知恵恵（（潜潜在在知知））
– つつかかいいここななしし

l 形形式式知知化化ししたた知知識識をを実実際際ににつつかかっってて、、常常ににススパパイイララルルアアッッププすするる仕仕
組組みみ

– 本本物物のの運運用用のの智智恵恵
– 実実際際のの適適用用

l 新新ししいい命命題題：：ああるる種種、、安安定定状状況況前前提提のの日日本本型型ももののづづくくりりのの強強みみをを恒恒
常常的的社社会会的的混混乱乱期期にに活活用用ででききるるかか？？

– デデジジタタルル活活用用がが大大前前提提
– 国国際際連連携携ががププララススにに作作用用((ハハイイココンンテテキキスストト社社会会のの前前提提をを壊壊すす））
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